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生き物が大人になるまで  ～「成長」をめぐる生物学～ 

  著者 稲垣栄洋   出版社 大和書房 

 

「命は大事ですか?」と聞かれたら、みんな「大事です。」って答えますね。だって、当たり前のことです

から。でも、ちょっと待ってください。みなさん、言葉の上では理解しているけど、心から実感したことが

ありますか？今、心から「命は大事だ!」と実感した時のことを思い出せますか? 

生きていることの素晴らしさ、はかなさは、すぐ近くにあります。いつの間にか蝉の鳴き声は聞こえなく

なりました。いつの間にか夜になると秋の虫の鳴き声が聞こえてきます。もうすぐおいしい栗がスーパーに

並びます。よ～く気をつけて周りを見渡して、季節の移り変わりと共にある生命の営みを感じましょう！ 

〔生徒・保護者向け〕 

「命の大切さ」を実感することとは？ 

① 生きる喜び 

「生きるって素晴らしい！」と子どもたちが感じるのは、様々な活動の中でほめられたり認

められたりする体験等をとおして、「今のままの自分でいいんだ」と感じる時です。大人も同じ

ですよね。お互いをしっかりと認め合いましょう！ 

② かけがえのない命 

今生きている自分は、世界中、たった一人しかいない唯一無二の存在であることを理解する

ことで、他の命、他者の存在を尊重するようになります。 

③ 命のつながり 

私たちは、様々な人々、自然や動物等との関わりの中で生活しています。自分は、たった一

人で生きているのではなく、遠い過去から受け継がれている命とそして、未来へつなぐ存在で

あるという思いを持ちましょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

奈良県立教育研究所 

令和２年 10月発行 家庭教育Ｗeb ページ 

 

 

おすすめの本 

毎月第３日曜日は 

「家庭教育・家庭の日（いきいきサンデー）」です 

 

人間は、命をいただいて生きています  
それが食物連鎖  命に感謝 

子どものほうが大人より大き
なカエルやペンギン、遊びから
狩りを学ぶライオン・・・学ぶ
ことや大人になることの意味を
考えてみましょう！ 


